
（ 別 添 ）

９ 相 連 教 第 １ ７ ９ 号

　　文部科学大臣　殿

　学校施設環境改善交付金交付要綱第８の１に基づき、施設整備計画における事後評価
の結果を報告します。

施設整備計画の事後評価について

平 成 29 年 1 月 25 日

相楽東部広域連合長　堀　忠雄
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①地震、津波等の災害に備えるための整備

【 達 成 状 況 】

○

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

学校区分

小学校

中学校

高等学校

目標

100.0

　笠置小学校屋内運動場の天井改修工事については、計画どおり実施することができた。平成２２年度で相楽東部広域連合管内の公立学校施設の
耐震化率は１００％となったが、東日本大震災による甚大な被害の中に天井材や照明器具等の非構造部材が多くみられ、校舎等の耐震化に加え、
非構造部材の耐震対策も急務とされたことから、平成２４年度に耐震対策の第二段階として全校施設の非構造部材の状況を専門的に調査・点検し
たところ、昭和６０年に建築された笠置小学校屋内運動場（吊り天井）が対象施設なったことを踏まえ、平成２６年度に天井改修工事の実施設計を行
い、平成２７年度に非構造部材の耐震化工事を実施したことにより、安全・安心な学校づくりとあわせて避難場所を確保することができた。

計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

計画どおり実施できた。

幼稚園

※この総括票については、計画年度終了時点における施設整備計画（計画を変更しているものについては、最終変更後の計画）
　に基づいた事後評価の結果を記入すること。
　また、その評価を行った施設整備計画を添付すること。

達成状況

100.0

耐震化率（％）

特別支援学校



【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画どおり実施できた。

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。
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3

　施設整備計画に基づき、笠置小学校屋内運動場の非構造部材の耐震化は計画どおりに実施できたことにより、当該施設の耐震化が図られた。こ
のことにより安心・安全で充実した教育環境の向上が図られ、地域住民の安全な避難場所を提供できることとなったが、自らの命は自分で守るという
意識を持ち、避難訓練等を充実させ、危機対応能力の向上を図ることとされた。
　これにより相楽東部広域連合管内の公立学校施設の耐震化は完了したが、今後は避難訓練等のソフト面を充実させると共に、空調設備やトイレ
改修等の教育環境の質的な向上を検討する。

事後評価の時期及び方法について

平成２７年度の教育施策の実施状況について、相楽東部広域連合教育委員会点検評価委員により点検・評価を受け、平成２９年１月開催の第９回
定例教育委員会において、この点検・評価結果が了承された。

事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について



1 相楽東部広域連合公立学校施設整備計画 都道府県名 京都府

市 町 村 名 相楽東部広域連合

2 相楽東部広域連合

3 平成　２６　年度　　～　　平成　２７　年度

4

※この個別票については、計画の変更に伴い取り下げた事業も含めて、施設整備計画に計上したことのある全ての事業を計上すること。

事由 変更年月日

① 0502 防災機能強化 屋 - ○ 平成27年9月30日 減額 平成27年9月8日

施設整備計画　事後評価シート（個別票）

計画名称

計画作成主体

備　　考
（事業を実施しなかった場合）

実施できなかった理由及び今後の方針
（事業を実施した場合）

竣工年月日

事業
実施
の

有無

構造
区分

建物
区分

事業名
事業
番号

整備
区分学校名

施設整備計画の変更

計画期間

個別事業一覧

笠置小学校
平成27年4月23日付けの施設整備計画の
変更に伴い事業費を減額した。


